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兵庫県子ども・子育て支援推進本部ニュース 第２10 号 

号         

  

令和５年（２０２３年）12 月 

ひょうご 

子ども未来通信 12月号 
http://web.pref.hyogo.lg.jp/hw08/hw08_000000008.html 

 
令和５年 11 月 27 日（月）現在のイベント情報を掲載しております。 

今後変更になる場合もありますので、ホームページ等で確認をお願いいたします。 

11 月７日（火）にラッセホールで「第 34 回 兵庫県子ども・子育て会議」を開催しました。 

会議では、冒頭に片山副知事が「少子化に対しての特効薬はないというのが実情。出会いから結

婚、子育てまでの切れ目のない支援を総合的に行っていく必要があると認識している。幅広いご意

見、ご提言をいただきたい。」とあいさつを述べた後、「ひょうご子ども・子育て未来プランに基

づく取組の方向性」について審議され、活発な意見交換が行われました。 

県では、これらの意見や提言等を踏まえながら、来年度に向けた子ども・子育てに関する施策を検

討していきます。 

 

福祉部 こども政策課 

 

 

 

11 月 27 日（月）兵庫県公館において、 

ひょうご子育て応援賞表彰式を開催しました。 

 子育てと仕事の両立支援、子育て家庭への 

支援等に先進的に取り組む１企業・７団体の 

方々に、片山副知事から「ひょうご子育て応 

援賞」が贈られました。 
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＜認定こども園・保育所等ホットラインが新体制になりました！！＞ 

令和 5 年 10 月 31 日より認定こども園・保育所等ホットラインの体制が変わりました。 

電話相談受付け時間を拡大し,新たに LINE 相談も開設しました。 

 

保育施設や教育・保育についての「知りたい」「聞きたい」はありませんか？ 

例えば・・・ 

○先生の人数は足りているのかな？ ○保育内容について気になっていて。 

○保活について知りたいな。    ○不当な扱いを受けています。 

○もしかしたら不適切保育かも？  ○公園に園児が取り残されています。等 

 

         ホットラインでは保育に関する保護者や施設職員、地域の方々など 

からの様々な相談を受付けています。その場で回答出来ることはその場 

でお答えし、相談内容に応じた適切な対応・所管先がある場合はそちら 

をご案内させて頂きます。 

また必要に応じて、関係機関に情報提供をさせて頂く場合もあります。 

これまでの開設時間内ではお仕事や家事の時間と重なって相談出来な 

かった方にも利用して頂けるように、平日の電話相談受付時間の拡充 

だけでなく、土日祝日も受付け窓口を開設しています。 

また、平日には LINE 相談も受付けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜連絡先＞ 

電話相談 ＃7350 （繋がらない場合は 078-362-3654）※外部の電話相談受付窓口に繋がります 

月曜～金曜 9：00～21：00 

土 日 祝 9：00～17：00（年末年始 12/29～1/3を除く） 

LINE相談（保育相談専門コーディーネーターが対応します） 

月曜～金曜 9：00～17：00 

（土日祝・年末年始 12/29～1/3を除く） 

※相談は随時受け付けています。対応は翌開庁(対応)日以降 

F A X  078-362-3011 

E メール  kodomoseisaku @pref.hyogo.lg.jp 

保育施設の制度や基準、乳幼児教育・保育等についての「知りたい・聞きたい」は、＃７３５０ 

（保育のなやみごとゼロ）及び認定こども園・保育所等ホットライン LINE 相談まで！ 

詳しくは、兵庫県のホームページをご覧ください。 

  https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf11/ninteikodomoenhoikusyo-hotrain.html 

ホットラインでは保育に関する保護者や施設職員、地域の方々などからの 

様々な相談を受付けています。その場で回答出来ることはその場でお答えし、 

相談内容に応じた適切な対応・所管先がある場合はそちらをご案内させて 

頂きます。 

また必要に応じて、関係機関に情報提供をさせて頂く場合もあります。 

これまでの開設時間内ではお仕事や家事の時間と重なって相談出来なかった 

方にも利用して頂けるように、平日の電話相談受付時間の拡充だけでなく、 

土日祝日も受付け窓口を開設しています。 

また、平日には LINE 相談も受付けています。 

 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf11/ninteikodomoenhoikusyo-hotrain.html
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◆子育て中の方やお子さんを対象としたイベントを毎月開催しています。 

 

１．イーブン保育付きライブラリー 

１歳半～就学前のお子さんを保育室でお預かりします。保護者の方はその間ゆっくりと本を読んだり 

求職相談を行っていただけます。事前予約制です。 

日 時  1 月 16 日（火）10:00～12:00 

会 場  県立男女共同参画センター（神戸クリスタルタワー7 階） 

対 象  兵庫県在住で、１歳半から就学前までのお子さんをお持ちの方（親、祖父母等） 

保育定員 9 名（１歳半～就学前まで） 

募集期間 12 月 18 日（月）～1 月 4 日（木） 

応募多数の場合、抽選により参加者を決定し、参加の可否を連絡します。 

受付期間内に申込者が定員に達しない場合は、受付期間を延長します。 

 

２．紙芝居・絵本の読み聞かせひろば 

紙芝居や絵本は、子どもたちにすてきな世界を広げてくれます。親子でご参加ください。 

約 30 分の読み聞かせ会の後、12 時までは保育室で自由に遊べます。事前予約は不要です。 

日 時  12 月 20 日（水）10:30～11:00 

会 場  県立男女参画センター 保育室（神戸クリスタルタワー7 階） 

対 象  県内在住で乳幼児からおおむね就学前の子どもとその保護者等 

 

◆ 最新の情報はＸ（旧 Twitter）から発信しますので、フォローをお願いします。 

  https://twitter.com/HyogoEven 

参加費  無料 

参加費  無料 

◇開催予定◇ 

・展覧会関連こどものイベント 

特別展「誕生 120 年 安井仲治-僕の大切な写真」展関連こどものイベント特別編 

「野口里佳さんによるワークショップ～野口さんと一緒に写真が写る不思議を体験しよう！～」の

実施について      

 

日時：2024 年 1 月 21 日(日) 

講師：野口里佳(写真家) 

定員・対象・申込方法などの詳細は、兵庫県立美術館ウェブサイト 

「こどもプログラム」ページをチェックしてください。 

https://www.artm.pref.hyogo.jp/kids/index.html  

お問合わせ先：兵庫県立美術館こどものイベント係 TEL:０７８－２６２－０９０８ 

https://www.artm.pref.hyogo.jp/kids/index.html
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兵庫県立美術館では、こども向けに次のようなプログラムも発信しています。 

■『《橘媛(たちばなひめ)》の人生すごろく』 

当館所蔵の彫刻作品 北村四海《橘媛》が生まれてから美術館 

にやって来るまでの波乱万丈の人生がすごろくになりました！ 

家族や友達と一緒にぜひ遊んでみてね！ 

 

■つながる ひろがる 美術館 

当館ウェブサイト(「こどもプログラム」ページ)にて、館外でも身近に美術に触れることが 

できるプログラムや鑑賞プログラムをご紹介します。 

 

①「つくって・みる・ひろば」 

過去に「こどものイベント」で行ったワークショップの中から、家庭にある身近な材料と 

道具で取り組むことができるようにアレンジし、ご紹介します。 

★〈その１〉『くみあわせよう！』  

★〈その２〉『ヒゲンジツをつくれるか？』 

★〈その３〉『ふきだし つけちゃおう！』 

★〈その４〉『マイ・コレクション展』  

 

②みる・みる・ひろば  

 美術館の楽しみ方や活用方法など、こどもとご家族向けにわかりやすく発信していきます。 

★〈その１〉『はじめての美術館～兵庫県美のおやくそく』 

 

③あそんで・みる・ひろば   

「遊び」感覚で気軽に取組みながら当館所蔵作品に親しむことができるプログラムです。 

★「フレームでアート」〈その１〉『マイフレームをつくろう』 

★「フレームでアート」〈その２〉『食べもの大集合！』  

身の回りのものにマイフレームをつけて作品に変身させてみよう！ 

★あそんで・みる・ひろば 〈その３〉『美術館探検マップ』  

「美術館探検マップ」にあるポイントを探し、 

美術館の建物や彫刻作品の魅力を発見しよう！ 

 

美術館探検マップ部分 

 

美術館のようせい ントチャン 

美術館のこどものイベントに 

ぜひ参加してみてね！ 

待っているよ～♪ 
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古代の昔から使われてきたお金。まばゆく輝く金銀貨から、多くの人々が日々の暮らしに用いた銅

銭類、あるいは近世日本で発展した藩札などの紙幣類など、歴史の中では地域や時代ごとに多種多

様なお金が用いられてきました。この展覧会では、菅野コレクションをはじめとする当館の収蔵品

から、日本と中国の古銭・古札を展示します。 

開館 40 周年記念企画展「古銭・古札を楽しむ―館蔵・寄託のコレクションから―」 | 展示会情報 | 

兵庫県立歴史博物館:兵庫県教育委員会 (hyogo.lg.jp) 

問合せ先：兵庫県立歴史博物館   

〒670-0012 兵庫県姫路市本町68番地  

TEL 079-288-9011 FAX 079-288-9013 

https://rekihaku.pref.hyogo.lg.jp/ 

会期：令和 5 年（2023）１２月 23 日(土)～令和 6 年２月１８日(日)  

※月曜日および年末年始（12 月 29 日〔金〕～1 月 3 日〔水〕）休館 

※ただし、1 月 8 日（月・祝）、2 月 12 日（月・振休）は開館、 

1 月 9 日（火）、2 月 13 日（火）は休館 

会場：兵庫県立歴史博物館 特別展示室 

 

 

 

●高校生以下無料● 

日時：令和 6 年 1 月 21 日（日） 10:00～１６：００ 

会場：兵庫県立兵庫津ミュージアム 

料金：入場料は無料、ワークショップ体験料は施設により 

無料または１００～500 円 

兵庫県内の博物館および関係施設が連携し、親子で楽しめる

体験学習などのワークショップ、博物館が持っている諸資料

の展示等を実施します。 

 

◎ひょうごミュージアムフェア  

Ｉｎ 兵庫県立兵庫津ミュージアム 

◎開館 40 周年記念企画展 「古銭・古札を楽しむ-館蔵・寄託のコレクションから-」 

家族で話し合おう！健康的なスマホの使い方 

近年、低年齢の子どもにもスマホが普及し、使い方による健康への悪影響が懸念されています。

そこで、健康的なスマホの使い方をまとめたガイドラインを作りました。冬休みに向け、家族で活

用しやすいよう漫画や動画で発信します。この機会に普段の生活を振り返り、適切な使い方やルー

ルについて家族で話し合いましょう。 

 

ガイドライン「家族で実践できる健康的なスマホの使い方」ホームページ 

URL：https://web.pref.hyogo.lg.jp/smartphone_guidelines/ 

問い合わせ先：県男女青少年課 電話：078-362-3142 

https://rekihaku.pref.hyogo.lg.jp/exhibition/16685/
https://rekihaku.pref.hyogo.lg.jp/exhibition/16685/
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  ☆ 恒例のお正月イベント『考古博 DEお正月』 新春を“こうこはく”でお祝いしよう！ 

・開催日  令和６年１月２日（火） 13:00～15:30 

・内 容   「考古博パワースポット巡り」 （20～30分程度） 

    テーマ展示室内で、パワーを感じる展示スポットに設問したクイズを解いていただきます。 

回答者はガチャガチャで缶バッジをゲットできます。 

・参加費  無料ですが観覧券が必要です。（大人 200円、大学生 150円、高校生以下は無料です） 

・定  員  100名 どなたでも参加できます。（先着順） 

※観覧券不要の無料エリアにも、楽しい古代体験を用意しています。お正月の博物館へぜひお越しください。 

 【12月受付の古代体験講座】  ※タイトルからリンク先に移動します。 

＊『大人のための藍染め体験』 １月１４日(日)   受付 12/14まで 

 藍でハンカチを染めます。 

☆『金印をつくろう』 １月２１日(日)   受付 12/21まで 

 鋳型に溶かした合金を流し込んで、中国の皇帝が九州にあった奴国の王に送った金印をつくります。 

☆『弥生のジョッキをつくろう』 １月２７日(土)   受付 12/27まで 

 粘土で弥生時代のジョッキ形の土器をつくります。できあがったらカンパーイ！！ 

＊『古代の楽器をつくって鳴らそう（ユニバーサル）』 １月２８日(日)  受付 12/28まで 

 視覚障がいのある方のための古代体験です。触って音を鳴らして楽しみます。 

＊『古代の技に学ぶかごづくり（天然素材）』 ２月４日(日)  受付 12/4から 

アケビやフジなど野山で採ったツルでかごをつくります。 

＊『正倉院の組ひもの技法を学ぼう』 ２月１１日(日)  受付 12/11から 

正倉院に伝わる古代の組紐に挑戦します。 

 

☆じるしの体験講座は 

小学４年生以上から参加できます！ 

古代体験講座の申し込み方法 

申し込み期間内にホームページから 

オンラインで申込みできます。 

（応募者多数の場合は抽選） 

〔 各リンクから申し込んでください 〕  

問合せ：学習支援課 079-437-5564 

 
当日受付でお楽しみいただける考古博の古代体験 詳細は こちら 

 

 
【毎日できます】（体験学習室 1で受付） 

・まが玉づくり（材料費 白色 430円、ピンク 580円 所

要約１時間）古墳時代のネックレス、まが玉をつくろう。 

・ミニミニ石包丁づくり（材料費 470円 所要約１時間）

弥生時代の稲刈りの道具をつくろう。 

・古代の火おこし（無料 所要約 20分）古代のように、

木と木をこすり合わせて火をおこしてみよう。 

・不思議なひもづくり ～ループで組ひも～ 

（無料 所要約 20分） 古代の技法で組ひもをつくろう。 

【発掘体験できます】 （要観覧券  所要約 20分）            

「遺跡の発掘ってどのようにやっているのかな？」 

発掘プールでは、発掘道具を使って発掘体験ができます。 

土器やまが玉などの遺物を探して、考古学者の気分になろう。 

（チケット売り場で受付 9:30～16:10 先着 42組〔１組 5名まで〕 ） 

【週末にできます】 （要観覧券 14:30～15:30 当日受付） 

・石棺に入ろう（土曜日） 最大級の竜山石製の家形石棺に入

ることができます。 

・古代船に乗ろう（日曜日） 実物大の木製の 

古代船に乗ってみませんか。 
※ 観覧、古代体験は、小さなお子様の場合は保護者様の 

付き添いをお願いします。 

※ 古代体験の実施にあたっては、急な変更や中止等が 

あるかもしれませんので、ご来館の折はホームページで 

ご確認いただきますようよろしくお願いします。 

問合せ先  兵庫県立考古博物館 

〒675-0142 加古郡播磨町大中 1-1-1  

TEL 079-437-5589   FAX 079-437-5599  

【 https://www.hyogo-koukohaku.jp/】 

かごづくり 

https://www.hyogo-koukohaku.jp/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=182
https://www.hyogo-koukohaku.jp/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=183
https://www.hyogo-koukohaku.jp/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=185
https://www.hyogo-koukohaku.jp/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=186
https://www.hyogo-koukohaku.jp/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=187
https://www.hyogo-koukohaku.jp/modules/event/index.php?action=PageView&page_id=188
https://www.hyogo-koukohaku.jp/modules/info/index.php?action=PageView&page_id=5
https://www.hyogo-koukohaku.jp/
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秋季企画展「方格規矩

ほ う か く き く

鏡
きょう

－鏡に広がる天円地方の宇宙－」 

本展では、当館が所蔵する方格規矩鏡を 

一堂に展示し、方格規矩紋を中心として 

方格規矩鏡の様態や関連文化について 

紹介します。詳細は こちら 

 

 

 

スポット展示「干支
え と

 辰
たつ

」 

－毎年恒例の干支の鏡展－ 

令和６年(2024年)は辰
たつ

年です。所蔵品の中から

「辰
たつ

／龍
りゅう

」が描かれた鏡を紹介します。 

・期 間 令和６年１月３日(水)  

～ ３月１０日(日) 

 

 

お正月特別イベント  －干支「辰」の缶バッジプレゼント！－ 

1/3(水)、1/4(木)に展示をご覧になった方に、龍がデザインされた缶バッジをプレゼントします。 

・期  間  令和６年１月３日(水) 、１月４日(木) 両日とも９：００～１６：００（終了時間にご注意ください） 

※ 観覧料の割引、アクセス、年間の休館日等の詳細についてはホームページをご覧ください。 

  ※ 入館にあたっては、別途フラワーセンター入園料（一般 500 円など）が必要です。 

問合せ先  兵庫県立考古博物館 加西分館「古代鏡展示館」 

     〒679-0106 加西市豊倉町飯森 1282-1（兵庫県立フラワーセンター内） 

      TEL 0790-47-2212   FAX 0790-47-2213 【 https://www.hyogo-koukohaku.jp/kodaikyou/】 

雲龍紋八花鏡 

（うんりゅうもんはっかきょう） 

1 人１個 

 

子育て支援を受ける機会が少ない就学前の在宅育児世帯をより積極的に支援するため、兵庫県では「ひょ

うご子育て相談」を行っています。 

授乳の悩み、母乳や離乳食、発育発達、生活や遊びに関することなど・・・子育てに関する悩みは人それ

ぞれです。そんなお悩みを保育士の相談員が電話や LINE（チャット）でお聞きし、内容に応じて無料の

web 相談や家庭訪問にて看護師、助産師、栄養士、歯科衛生士などの専門家が対応します。 

 

子育てに関する相談がしたい。話を聞いてほしい。 

そんな方は、まずは電話または LINE でご相談ください！ 

 

開設時間：月曜日～金曜日 9:00～17:00 

    （祝日・年末年始 12/29～1/3 を除く） 

 

詳しくは HP をご覧ください。 

(URL) https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf11/soudan.html 

ひょうご子育て相談 

LINE 公式アカウント 

 

https://www.hyogo-koukohaku.jp/kodaikyou/modules/event/
https://www.hyogo-koukohaku.jp/kodaikyou/
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兵庫県発祥の地“兵庫津”にある兵庫津ミュージアムは、博物館施設である「ひょうごはじまり館」と最初の兵庫県

庁舎の復元施設である「初代県庁館」の二つが一体となった新しいタイプの施設です。兵庫津の歴史や兵庫県の成り

立ち、県を構成する「ひょうご五国」（摂津・播磨・但馬・丹波・淡路）の魅力を多彩な映像や体験型のコンテンツなど

様々な手法を使って発信！従来の博物館とはひと味違う“ハミデル ハクブツカン”です。 

 

＊展覧会情報 

秋季企画展「ひょうごの匠展 －来て・見て・感じて ひょうごフィールドパビリオン－」 

兵庫県内の職人の技に注目し、ひょうご五国（摂津・播磨・但馬・丹波・淡路）の風土とともに地場産品・工芸品など

を紹介する展覧会です。大阪・関西万博 2025 に向けて兵庫県が展開する“ひょうごフィールドパビリオン”で発信さ

れている「ひょうごの匠」も映像等で紹介します。 

 また、兵庫県や神戸の多彩な文化発信に取り組んでいる兵庫津発祥の「大丸神戸店」の歴史を振り返る「上質な生

活文化を発信する百貨店の歩み」という展示も行う予定です。 

  

期   間  11月 11日(土)～1月 8日（月・祝） 

休館日：月曜・祝休日の場合は翌日、 

年末年始（12月 31日、1月 1日） 

観覧時間  午前 9時 30分～午後 5時 

（9時開館。最終入場は午後 4時 30分まで） 

                  会   場  ひょうごはじまり館 

観覧料金  大人 800 円 ／大学生 600 円／  

シニア（70歳以上）400 円／高校生以下無料 

 

○ワークショップを開催！  

※要事前申込 

※参加者には、「ひょうごの匠展」観覧券をプレゼント（当日のみ有効） 

三木金物を利用した「折りたたみまな板づくり」、「こて絵体験」、「姫革細工を使用したキーホルダーづくり」を 

実施します。 

 

 実施内容・日程・申込み方法等は、こちら  

 

○兵庫県産のおもちゃで親子が遊べる 

“ひょうごもんで遊ぼう”コーナーを常設 

 

○兵庫津ミュージアム倶楽部 倶楽部員募集中！ 

「兵庫津ミュージアム倶楽部」とは、兵庫津の歴史や兵庫県の成り立ち、兵庫五国の魅力を発信する拠点 

である兵庫津ミュージアムの活動や発展に協力しようとする人々が集い、兵庫津ミュージアムを通して楽しみ 

ながら学びや互いの交流・親睦を深めようとする集まりです。さまざまな特典等を用意していますので、ぜひご入会ください。 

年会費・申込方法・入会特典等は こちら  

 

＊「ひょうごの匠展」関連イベント 

＊ 問合わせ先 ＊ 兵庫県立兵庫津ミュージアム 

〒652-0844 神戸市兵庫区中之島 2丁目 2-1（神戸市営地下鉄海岸線「中央市場前」駅から徒歩５分） 

Tel 078-651-1868 Fax 078-651-1869【 https://hyogo-no-tsu.jp/ 】 

＜※月曜（休館日）・年末年始（12月 31日（日）・翌 1月 1日（月））除く 9:00～17:00＞ 

https://hyogo-no-tsu.jp/event/hyogonotakumiten_ws/
https://hyogo-no-tsu.jp/volunteer/
https://hyogo-no-tsu.jp/
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〔問い合わせ先〕 

兵庫県立人と自然の博物館 

〒669-1546 兵庫県三田市弥生が丘 6 丁目 

TEL: 079-559-2001 FAX: 079-559-2007  https://www.hitohaku.jp 

1２月イベント情報  詳細は こちら 

 1 フロアスタッフとあそぼう「クリスマスひとはく〇×クイズ大会」１２月１６日（土）、１７日（日） 
  ひとはくクイズにチャレンジ！何問正解できるかな？ 

場所：3 階アースシアター  参加費:無料  ※開始１０分前より先着順にて受付 
 
2 花工房 １２月１７日（日） 

押し花を自分の好きな形にならべて、かわいいしおりをつくります。 
時間：12:00～14:00 ①12:00～ ②12:20～ ③12:40～ ④13:00～ ⑤13:20～ ⑥13:40～ 
場所：４階中セミナー室  対象：どなたでも 
受付方法：11:30～ 4 階中セミナー室前で先着順整理券配布。 
 

3 ドリームスタジオ「辰年のしめ縄リース」 １２月１７日（日） 
  お正月の飾りをつくります。 

時間：13:00～15:00 ①13:00～ ②14:00～  場所：4 階実習室  対象：どなたでも  
受付方法：12:45～ 4 階実習室前で先着順整理券配布。※定員になり次第受付は終了します。 

 
4 ワークショップ「とっても簡単！化石のレプリカづくり」 １２月２３日（土）、２４日（日） 
  カラフルなおゆまるから好きな色を選んで自分だけのオリジナルアンモナイトをつくってみましょう。  

場所：4 階オープン・ラボ  定員：100 名 先着順整理券配布（15 分毎に 4 組限定） 
受付：当日 10 時～4 階インフォメーションにて先着順に整理券配布 
※小学 2 年生以下は保護者同伴でご参加ください 

 
5 但馬牛クイズ大会  １２月２４日（日） 
  但馬牛（うし）と但馬牛（ぎゅう）・神戸ビーフの違いは？牛肉の美味しさの秘密ってなあに？ 

但馬牛博士の楽しいクイズとお話でキミも「うしはかせ」になっちゃおう！ 
参加者には牛肉試食もあるよ！ 
クイズ担当：県立但馬牧場公園 但馬牛博物館  副館長 野田昌伸 
場所：4 階実習室  対象：小学生以上推奨  参加費：無料 
受付方法：10:45～会場で先着順にて受付 ※定員になり次第受付は終了します。 
 

6 映画「牛飼いっ子」鑑賞会  １２月２４日（日） 
  村の貧しい農家。但馬牛を可愛がる少年。牛とともに生きる人々の日常。自然や社会は子供たちの願いを

容赦なく踏みにじる。だが、それに負けてはならない…。主人公、武司君役は当時の関宮町長の孫、井上
徹君。感動の名演技に乞うご期待!! 
場所：4 階実習室  対象：小学生以上推奨  参加費：無料 
受付方法：13:15～会場で先着順にて受付  ※定員になり次第受付は終了します。 

兵庫県庁 ２号館１３階みどり展望フロア内に 

『授乳室』があります。 

ベビーカーもゆったり入れますので、気軽にご利用ください！ 

★ご利用時間★ 平日（月曜日～金曜日）9:00～17:00 

ご利用いただいた感想もお待ちしています！ 

https://www.hitohaku.jp/
https://www.hitohaku.jp/infomation/event/event23-1201.pdf
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当学園では、不登校等の青少年を対象に、豊かな自然の中でスタッフや仲間とふれあい、様々な体験を

通じて一人一人が自己理解を深め、進路発見ができるよう支援を行っています。 

この度、令和６年度４月生（52期）の募集をします。 

 

記 

 

１ 対 象 者  中学校を卒業した県内在住の23歳未満（令和６年４月１日現在）の者で、 

不登校等により心に悩みを抱えながらも、自分の生き方や進路等を見つけ 

たいという意欲を持ち、体験活動や寮での共同生活ができる者。 

 

２ 募集人員  約30名 

 

３ 在籍期間  令和６年４月１日から２年間 

 

４ 授 業 料  無料  ただし、諸活動費として毎月35,000円（入学月のみ80,000円）必要 

 

５ 願書受付  令和６年１月９日（火）～２月５日（月） 

 

６ 選 考 日  面接・作文等選考  令和６年１月22日（月）～２月14日（水）のいずれか１日 

※ 選考日時は出願受付後決定し個別に通知します。 

行動観察選考  令和６年２月19日（月） （予備日：令和６年２月20日（火）） 

 

７ 選考会場  県立神出学園 

 

８ そ の 他  出願書類のご請求は、県立神出学園（TEL:078-965-1122）までお問い合わせ下さい。 

当学園のホームページ（https://www.kande-gakuen.jp）からもダウンロードできます。 
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子育てに関する相談はひょうご子育てダイヤルへ 

         LINEチャット相談もできます！ 

子育ての悩みや疑問に保育士が無料で対応します。必要

に応じて看護師や栄養士など専門家によるオンライン無

料相談や家庭訪問も。まずは #7312 に気軽にお電話し

てください。  

◆開設時間 月曜～金曜 9：00～17：00     ◀ HPは 

（祝日・年末を除く）         こちら 

◆電話番号 ＃７３１２   078－362－4183（直通） 

078－341－7711（内線 2863） 

◆Eメール  kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp 
（固定・IP/携帯電話から通話可能・通話料金は通話者負担となります） 

 

 

  

 
 
 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

一年の中で夜が最も長い冬至に、親子でキャ

ンドルを作って、火を灯しませんか？  

先日、我が家ではミツロウを使って作りまし

た。ミツロウは、ミツバチから分泌するロウ

で、六角形の蜂の巣の材料です。湯煎で溶かし

たミツロウに、タコ糸の芯を何度も浸してつく

るディッピングキャンドルは、浸す度に少しず

つキャンドルが太くなっていきます。時間はか

かりますが、色々な型になるので、面白いです

よ。 

また、クッキングペーパーを敷いたバットに

ミツロウを流し込んで、薄い板状にしたもので

したら、小さいお子さんも粘土のような感覚で

扱えます。温めるとミツロウは柔らかくなるの

で、手で温めながら板状のミツロウに芯を挟ん

でくるくる巻いて作ったり、クッキー型で複数

枚くり抜いたものを合わせたり、楽しくアレン

ジしてみてくださいね。 

出来上がったキャンドルを囲み、忙しい日常

の中、数分だけでもゆらめく炎を見ながら、ゆ

ったりとした時間をお過ごしください。 

 

問合せ先 

おもちゃコンサルタント 

竹下 あきこ 

E-mail：momlabo@gmail.com 

兵庫県では結婚を希望する方を応援するため、「ひょうご出会
い支援事業」を推進しています。 
兵庫県内に在住・在勤または将来兵庫県に移住をお考えで、 

20 歳以上の独身の方は、「ひょうご出会いサポートセンター」
で１対１のお見合い等の婚活サービスをご利用いただけます。 
令和５年５月からは、価値観診断に基づくＡＩによる自動お相

手紹介をスタートしました。是非ご活用ください。 
 
○はばタン会員（個別お見合い＆イベント参加） 
＜登録手数料 5,000 円／年＞ 

○あいサポ会員（イベント参加） 
＜登録無料＞ 

☆会員登録・詳細は「ひょうご出会い」 検索 
https://habatan-hyogo.jp/ 
 
 問合せ先：ひょうご出会いサポートセンター TEL:078-381-6820 
【開館日：月・木・金・土・日 10:00～17:00】 
（祝日・年末年始を除く） 

編集部からのお知らせ 
 「ひょうご子ども未来通信」は、市町、企業、商工

会議所、商工会、青年会議所、地域団体・NPO、県関係

機関などや希望者に電子メールにより配信しています。 

新たに配信を希望される方は、 

アドレス(kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp)に 

「未来通信・配信希望」と送信してください。 

未来通信に掲載する記事も随時、募集しております。 

ご希望の方は下記までご連絡下さい。 

兵庫県子ども・子育て支援推進本部 

（福祉部こども政策課） 

 
 
 
 
 
 
 

 

Facebook で子育て情報発信中！ 

 こども・子育てひみつ基地  

https://www.facebook.com/kodomo.himitsukichi 

あなたの「家族の日」はいつですか？ 

 兵庫県では、それぞれの家族が誕生日や記念日など、家族にと

ってふさわしい日を「家族の日」と定めることを提案する運動を

進めています。 

「家族の日」には、家族で食事をしたり、お出かけするなど、

家族と一緒に過ごしてみませんか。 

問合せ先：県男女青少年課  電話：078-362-4185 

認定こども園・保育所等ホットライン 
認定こども園・保育所等の保育施設の制度や基準など  

乳幼児教育や保育に係る様々なご相談は、＃ 7350 

（繋がらない場合は 078-362-3654）におかけくだ  

さい。保育に関する「知りたい」「聞きたい」にお答え

します。  

◆開設時間 月曜～金曜 9：00～21：00 

      土 日 祝 日 9：00～17：00 

（年末年始 12/29～1/3を除く） 

◆Eメール  kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp 

（固定・IP/携帯電話から通話可能・通話料金は通話者負担となります）

LINE チャット相談もできます！ 詳しくはこちら↓↓↓

https://web.pref .hyogo. lg . jp/kf11/ninteikodomoen

hoikusyo-hotra in.html 

https://habatan-hyogo.jp/
tel:078-381-6820
mailto:kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp
mailto:kodomoseisaku@pref.hyogo.lg.jp

